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 K-118 組織代用人工繊維布（ヘルニア修復・胸壁補強用）と合成吸収性

癒着防止材（腹腔鏡下鼠経ヘルニア手術（両側）時）の併算定につい

て 

 

《令和 8 年 3 月 5 日新規》  

 

○ 取扱い 

 K634 腹腔鏡下鼠経ヘルニア手術（両側）における組織代用人工繊維布

（ヘルニア修復・胸壁補強用）と合成吸収性癒着防止材の併算定は、原則

として認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 腹腔鏡下鼠経ヘルニア手術において、組織代用人工繊維布（ヘルニア修

復・胸壁補強用）はヘルニアの修復を目的に使用される。一方、合成吸収

性癒着防止材は、腹腔内の腹膜切開部位等の腹膜癒着防止を目的に使用さ

れるものであり、両材料は使用目的及び使用部位が異なる。 

 以上のことから、K634 腹腔鏡下鼠経ヘルニア手術（両側）における組

織代用人工繊維布（ヘルニア修復・胸壁補強用）と合成吸収性癒着防止材

の併算定は、原則として認められると判断した。 

 


